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１．課題の名称等  

研究開発課題名  ： ポリアミン類の個別簡便検出システムの開発 

研 究 責 任 者 ： 椿 一典（京都府立大学） 

 

２．研究開発の目的 

ポリアミンは多様な生理作用を持ち、健康関連物質や疾病のバイオマーカーとして有望視されてい

る物質である。従来のポリアミンの個別測定は高額な装置と煩雑な前処理を必要とし、また細胞内の

ポリアミン濃度の定量は困難であった。ポリアミンのうち、特に、スペルミジンとスペルミンの個別定量

は作用機序の解明や疾病のマーカーとしての活用の観点から渇望される課題である。 

我々は既に混合するだけで両者の総和を定量できる呈色試薬の開発に成功している。しかし本試

薬は両者を区別することができず、利用は限定的であった。今回の研究では両者を区別すると共に、

細胞や動物を用いて血中・組織中の適応性を実証し、試薬としての実用化を目指す。 

 

３．研究開発の概要 

3-1. 研究開発の実施概要 

ポリアミンに対して蛍光応答する化合物を創出した。合成した蛍光応答性分子は 1x10-7M のスペル

ミジンに対して OFF-ON 型の蛍光応答を示した。更に至適溶媒系をスクリーニングし、適切な溶媒系を

見出した。その溶媒系を用いた場合に、スペルミン錯体からの蛍光発光を抑制することができ、スペル

ミジンに選択的な蛍光応答を達成した。次にスペルミジン/スペルミンに対してあまり選択性の良くない

二種類の呈色応答性の化合物を用い、数学的処理によるポリアミンの定量では、10-6M のオーダーで

スペルミジン/スペルミンの個々の濃度を誤差 10％以内で定量することができた。 

 

3-2. 今後の展開  

生体試料を尿や唾液、血清などに絞りこれらの化合物の機能を精査し、実用化に結び付ける。 

 


